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科目名 物 理 採点

I以下の問題を読み、（1 ）から（5）に対する解答を解答欄に記入しなさい。

火星の半径をR、火星表面での重力加速度をgとする。今、地球から打ち上げられた火星探査機が火昼との相対
速度V1で火星表面から高度Hに最接近したとき、ロケットエンジンにより速度V2に減速され、下図のような火

星を周回する楕円軌道（近火点高度H、遠火点高度99H）に投入された。

( 1) ケプラーの第2法則（面積速度一定）を用いて楕円軌道の遠火点での探査機の速度V3と近火点速度

V2の比（VofV3）を求めなさい。

( 2) V3をR、H、gを用いて表しなさい。

( 3) V1が 5.00km/sであるとき、上記楕円軌道に投入するために必要な近火点における速度変化量/J.V

(/J.V『•V1-V2）を有効数字 3桁で求めなさい。ただし、 R=3600 km, H=3600 k皿， g=3.60m/s2とする。
必要であればF2=l.414, .J5l =7.141を用いなさい。

( 4) 上記の楕円軌道に成功裏に投入された火星探査機は楕円軌道の近火点付近で大気抵抗により 1周ご

とに 0.1%の速度を失うものとする。速度低下により火星探査機の軌道が円軌道になるまでに必要な

周回数を有効数字3桁で求めなさい。ただし、近火点高度は変化しないものとし、R=3600kr民H=3600

km, g=3.60 m/s2とする。また必要であればlog100.02= -1.699; log10 0.999＝ー0.0004345を用いなさい。

( 5) もし（3）における速度変化量llVが不十分であれば、探査機は火星周囲軌道に入ることができない。

解答欄

探査機を火星周回軌道に投入するために必要な速度変化量llVの最ノj、値を有効数字3桁で求めなさい。

ただしV1=5.00km/s, R=3600 km, H=3600 km, g=3.60 m/s2とする。

探査機

v, 

近火点 v, 
（高度H) ' 
"-V－火星（半径R)

＼ 
遠火点

V司 （高度99H)

( 1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

GAKUMUKACHO
ノート注釈
GAKUMUKACHO : Marked

GAKUMUKACHO
線

GAKUMUKACHO
ノート注釈
GAKUMUKACHO : Unmarked

工学研究科学務課教務学生係
引き出し線
log10 0.51= -0.292に訂正






